2003年7月5日

会員各位

第11回下水文化研究発表会を下記の企画で開催いたします。
１．テーマと趣旨
　東日本大震災では、巨大地震と津波により未曾有の大災害を引き起こし、各地域での懸命の復旧努力にもかかわらず、いまだに復興の方向が見えてまいりません。地域の人々の健康に直接かかわる衛生・屎尿の管理という面では、災害時緊急トイレの支援が行われているものの、下水処理場の復旧の目途すら立たない現状で、復旧するまでの間、屎尿処理をどうするのかということが明確になっておりません。さらに、復興構想のなかで屎尿を含めた下水処理をどう考えるのかについてもさまざまな議論があろうかと思います。研究発表会は、本会会員が集まる機会でもありますので、「危機管理と衛生」をテーマとして議論できる場を企画したいと考えています。
　研究発表につきましては、前回と同様、募集分野を「水文化史」、「水文化活動」、「水文化研究」、「海外水文化」とし、幅広い分野で活動されている方々からの応募に配慮いたしました。さらに、今回のテーマである「危機管理と衛生」にかかわる論文の積極的な投稿を期待します。

会員各位の研究成果をふるって応募いただきますとともに、下水あるは下水道という分野にとらわれておりませんので、お知り合いの方々にも広くお声をかけていただければ幸いです。研究発表プログラム作成においては、発表時間を確保するとともに、多くの方が聴講できるように配慮いたします。研究発表会翌日の「下水文化を見る会」も企画準備を進めています。
２．プログラム
　　日時：11月12日（土）　9：20－17：00

　　会場：大阪NPOプラザ（大阪市福島区吉野4－29－20）
協賛：関西水環境ネット（構成団体　大阪府河川ボランティア、ＮＰＯ水道事業活性化懇話会、NPO日本下水文化研究会、NPOびわこ・水ネット、NPO京都・雨水の会、NPO野生生物を調査研究する会、恩智川環境ネットワーク会議、NPO法人下水道と水環境を考える会・水澄、NGO地球環境広場、大阪府下水道ボランティア）
基調講演：「歴史に学ぶ環境危機克服のポイント～私の下水道進化論～」
水制度改革国民運動推進委員会委員長・大阪経済大学特任教授　稲場紀久雄
【講演要旨】
　わが国の歴史を通観すると、下水道に関わる深刻な環境危機が三度見出せる。現在は、その三度目で、最も深刻な危機の中にある。一度目は1200年から1300年前で、この時は藤原京や平城京が放棄された。危機克服のために、およそ1000年にも亘って様々な工夫が試みられ、江戸時代の下水道システムが出来た。二回目は100年から130年前で、この時は東京や大阪が死の街と化した。そこで、西欧型の近代下水道が導入された。近代下水道は、戦後60数年間に急速に整備され、今では完備に近い。しかし、この間に重大なミステークが幾つかあった。また普及を急ぐあまりに、このシステムを日本の地域的文化的特性に合わせる努力を怠った。阪神淡路大震災や東日本大震災という未曾有の大災害の中で、これら全ての問題が一気に噴出した。その結果、下水道が普及しているのに逆に被災地域の衛生環境が危機的となる事態に陥っている。基調講演では、過去に経験した二度の環境危機とそれらを克服した顛末を吟味すると共に、現下の環境危機を克服するために避けて通れない根本的な技術システムと関係制度の改革の必要性について論じる。
研究発表
　下記の分野から募集します。記載のキーワードにとらわれずふるって応募ください。
1 水文化史：水文化（し尿、トイレ、ごみ、排水、水の使い方、活かし方）の歴史など。
2 水文化活動：水文化の普及活動、流域の上下流交流、水関連事業における住民参加など
3 水文化研究：水環境・水資源・水循環の総合的管理、上下水道事業の経営、民営化など
4 海外水文化：これまでの海外技術協力の経験、課題、途上国の実状に適した技術、これから技術移転のあり方、海外の水文化・水事情など
5 危機管理と衛生：被災時のトイレ確保、災害時の衛生面の危機管理、復興計画における衛生管理など
· 発表時間は1件30分を確保できるようにします。
· 分野ごとに発表会場を設け、分科会とするものではありません。参加者ができるだけ多くの発表を聴けるように発表プログラムを配慮します。
· 前回と同様、誌上（下水文化研究発表会講演集）発表を受け付けております。当日、大阪参加・発表の難しい方もふるって応募願います。
下水文化を見る会
　11月13日、寝屋川南部流域下水道「竜華水みらいセンター」（八尾市）見学を予定しています．
論文募集要領
(1) 発表の申込
　発表希望者は、次の要領で発表申込をしてください。発表申込は論文提出ではありません。なお、論文は、概ね1,600字×6ページ程度とご承知おきください。

(2) 提出書類：発表申込書を郵送、FAX、e-mailで提出してください。発表申込書はホームページからダウンロードをお願いします。折り返し、e-mail、FAX、はがきで受領の旨通知致します。

(3) 申込書の作成要領：申込書の書式にしたがって下記を記入してください。

 タイトル

 著者名・所属（共著者を含む）

 要旨：日本語400字以内

 キーワード（5つ以内）

 発表分野：発表分野をお選びください。発表プログラム作成の参考にさせていただきます。

 発表形式：口頭あるいは誌上発表
 連絡先（共著者がある場合は代表者）

(4) 申込締切：2011年8月29日（月）必着
(5) 論文作成要領

　論文作成要領は8月中にホームページに掲載します。また、必要な方には9月10日ごろ迄に発送致します。論文ではタイトル、著者名、所属、キーワードは日本語、英語両方でお書きください。また、可能な限り200語程度の英文要旨をお付け願います。なお、応募された論文要旨から、宣伝的なもの、個人を誹謗することを目的とするものと運営委員会が判断した場合には、発表をお断りすることがあります。

(6) 論文の提出締切：2011年10月11日（火）必着
(7) 発表形式：口頭または誌上発表。口頭発表では、プロジェクター、OHPが使用できます。

(8) 研究発表会参加申込方法など

　研究発表プログラムが確定してから10月中に発行予定の会報およびホームページでご案内致します。研究発表会当日までに発表者・参加者へ講演集（有料）を送付する予定です。

お問合せ・応募・論文提出先

　〒162-0067 新宿区富久町6-5 NJS富久ビル別館

　　　　　　　NPO法人日本下水文化研究会　事務局

TEL & FAX: 03-5363-1129
e-mail: jade@jca.apc.org
